
い｡

批判はともあれ,マラヤ研究のための大きな業績で

あることに間違いがない｡ (本間武)

Gullick,J.A(.:Ahlaya.Frederick A.

PraegerPub.,N.Y..1963.♪9.256

本書は NationsoftheM()dernWorld叢書の一

冊として出版されたものである｡著者ガー リック氏は

英国の人,TauntonSchool及びケンブリジで教育

を受ゅ,ロン ドン ･スクール ･オブ ･エコノミックス

のレイモン ド･フ丁-ス及びモー リス ･フリー ドマン

などマラヤに詳しい人類学者の指導 も受けている｡ま

ず植民地官吏となり, 次で今次大戦 中軍籍に入った

が,1946MalayanCivilServiceに加って11年間マ

ラヤにあり,マラヤ共産党対策,貿易,農村振興等々

に従事 した｡1957-62ロンドンでマラヤにゴムのエス

ティ トを 持つ人々の GuthrieGroupの所長 をつと

めた｡従って純粋の学究活動のみをしているのではな

いが,JournaloftheRoyalAsiaticSociety等に

も幾篇かの論文を発表している｡ しかし何よりも注目

すべきガー リック氏の論文は IndigeneousPolitical

SystemsofWesternMalaya,1958であって,ロン

ドン大学経済学部の社会人類学 叢書の (Monograph

onSocialAnthropology)一冊として出版されてい

る｡西部マラヤの村落構造から支配階級,サルタン等

に至るまで,その政治的社会的構造を明らかにしたも

ので,ガー ))ック氏の学的名声を決定 したものと言う

ことができ,マラヤの社会構造の研究者に取 って不可

欠の文献と認められている｡

マラヤは周知のようにマライ人,中国人,インド人

からなる複数社会であり,殊に20世紀に入ってから人

口的にも経済的にも著 しい発展をとげた｡その原因は

主としてゴム栽培の導入, 錫鉱の 開発 及び国際貿易

港としてのシンガポールの機能によっている｡こうい

う複数的な社会をかかえながら,戦後には独立を獲得

し,更には北ボルネオ,サラワクを含めてマライシア

聯邦-と発展 し,経済的にも安定 した国民として形成

されて行 く姿は東南アジアの国としては驚 くべき現象

であると言える｡ガー リック氏は本書でこの過程に対

して統一的な説明を与えようとしているのであって,

氏が直接政治や経済にたずさわっていた人であるだけ

にその説 くところにあぶなげがない｡

本書の半ばを 占めるのは マラヤの 歴史で あって,

1400から1511までのマラッカ王国の 歴史に はじまっ

て,現代に及び,これに11章をついやしている｡以後

の諸章は政治,経済,農村振興,教育,新指導者など

を取扱 っているが,新聞記事,各種の リポー ト類がよ

く利用されている｡

本号に紹介されているシンガポール大学のOoりin-

Beeの著書がより多 く地理的であるに対 して,本書は

より歴史的,文化的であるが,共にマラヤの現状を理

解するために不可 欠の文献と思われる｡但 し1958の

｢西部マラヤの土着政治組織｣の方が学問的香気に於

ては遥かに高いように思われる｡ (棚瀬轟爾)

Newell,William Ⅱ.:TreacherousRiver,
A StudyofRuralChineseinNorth Mal-

aya.Univ.of A(alayaPress.1962.PP.xxv+
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TreacherousRiverとはマラヤのProvinceWell･

esleyの中央部にある川で現在 SungeiPertamaと

して知られている｡本書はその川に沿う潮僑 コミュニ

テ ィの調査報告である｡しかし単なるモノグラフでは

な く,彼 らの出身地である広東省の北東部における中

国村落やマラヤの他の華僑社会 (とくにシンガポール

の都市住民や広東人のコミュニティ)との比較を行な

って, この 報告をより価値あらしめる ものとしてい

る｡内容は,家族構造,宗教,結社,共同労働,紛争

等,極めて社会学的な問題に重点が置かれている｡

(1)調査地が 潮億の コミュニテ ィであること｡ これ

は,村人の (少 くとも古い世代の)関心が常に中国に

向っていることを意味し,又,マラヤにおける華僑一

般の農村生活の典型とはなりえないことも示す (方言

･出身地 ･環境 ･政府の干渉の度合 ･住民の伝統的価

値への志向度などによって同じ中国人コミュニテ ィで

も種々のバラエティが生 じる)｡(2)一方の方言が 他方

に通 じないということはあっても,中国人社会の一部

であるという意識は強い｡隣接のマレー人との社会的

経済的な接触は殆んどな く,生活様式 ･宗教などもマ

レー人から影響を受けることは殆んどない｡

(3)中国に於けると同程度の強固な同族結合や,(経済

的単位としての)世帯と村とが密接に結びつ くという

ようなことが予想されるが,実際には,この基本的な結

合関係が欠如 している (この村の潮億は,専 ら野菜作

りを主とし,養豚 ･養鶏をもして生活している｡労働
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